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☆公害による健康被害

　を許すな!

☆自然環境･生活一．

　環境の破壊をslnk、

こ包＝ス
愧軋許すな!

ヘ
ゴ

モス

画橋本正弘

温
暖
化
防
止
対
策
な
の
か

」
淵
Ｍ
Ｓ
Ｉ
晨
で
唇
Ｘ
百
疋
郷
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
「
太
陽
光
発
電

電
力
の
買
取
価
格
を
２
倍
に
引
き
上

げ
る
」
と
か
「
設
質
量
を
2
0
倍
に
増

や
す
」
と
か
、
反
対
は
し
な
い
け
ど

何
故
か
物
売
り
の
よ
う
な
臭
い
の
す

る
自
然
子
不
ル
ギ
ー
普
及
政
策
が
マ

ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
称
し
て
「
日
本
型
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
４
月
正
式
発
表
を
目
指
す
「
経

済
成
長
戦
略
」
が
そ
の
基
本
を
な
す

も
の
で
、
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
（
ｚ
Ｊ
二
）
回
｝
）
と
は
、
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ー

ル
し
ス
ペ
ル
ト
が
世
界
恐
慌
を
克
服

す
る
た
め
に
行
っ
た
一
連
の
経
済
政

策
の
こ
と
で
、
新
規
ま
き
直
し
政
策

と
で
も
言
う
も
の
。

そ
れ
ま
で
ア
メ
リ

カ
の
歴
代
政
権
が

取
っ
て
い
た
古
典

的
な
自
由
主
義
的

経
済
政
策
（
政
府

は
市
場
に
は
介
入

せ
ず
、
経
済
政
策

も
最
低
限
な
も
の

に
と
ど
め
る
）
か

ら
、
政
府
が
あ
る

程
度
経
済
へ
関
与
す
る
社
会
民
牛
王

義
的
な
政
策
へ
と
転
換
し
た
も
の
で

あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
資
本

主
義
国
の
経
済
政
策
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
と
い
わ
れ
る
」
と
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
辞
典
w
i
k
i
p
e
d
i
a
は
説

明
し
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
１
０
０
年
後
の
２
０
０
９

年
１
月
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
期
待
を

担
っ
て
登
場
し
た
オ
バ
マ
新
大
統
領

は
、
こ
れ
を
環
境
対
策
と
結
び
つ
け

た
「
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

政
策
」
を
発
表
し
、
緊
急
の
課
題
で

あ
る
経
済
対
策
を
、
同
じ
く
緊
急
の

課
題
で
あ
る
温
暖
化
防
止
に
関
連
さ

せ
、
産
業
・
雇
用
の
剔
出
に
向
け
る

と
し
ま
し
た
。
京
都
議
定
書
か
ら
離

脱
し
温
暖
化
防
止
対
策
に
後
ろ
向
き

だ
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
か
ら
は
大
き

　
　
　
　
　
な
変
化
で
す
。
こ
れ
ま

Ｉ
盈
１
１
媚

ットソーラー砂漠に並ぶメガワ･

で
、
温
暖
化
防
止
対
策

に
真
面
目
に
取
り
組
む

Ｅ
Ｕ
は
じ
め
と
す
る
世

界
の
流
れ
に
棹
差
し
て

き
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の

下
支
え
で
あ
っ
た
日
本

政
府
が
、
ど
ん
な
対
策

を
と
る
の
か
が
注
目
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
き
て
大
ま
か
な
内

容
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
と
の
は
じ
ま
り
は
、
昨
年
６
月

に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
さ
れ

た
「
福
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
２
０
５

０
年
に
世
界
の
Ｃ
０
。
排
出
量
を
半

減
す
る
、
最
先
端
の
技
術
・
革
新
的

な
技
術
を
国
内
・
国
外
に
普
及
す
る
、

国
内
で
は
セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ

で
1
0
年
‘
’
2
0
年
後
の
排
出
量
を
頭
打

ち
に
し
、
日
本
は
こ
れ
を
も
っ
て
世

界
に
誇
る
『
低
炭
素
社
会
』
を
目
指

す
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
「
子
不
ル
ギ
ー
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
低
炭
素
化

と
省
子
不
ル
ギ
ー
を
あ
げ
、
「
原
子

力
発
電
」
と
石
炭
利
用
で
の
「
Ｃ
Ｃ

Ｒ
（
二
酸
化
炭
素
の
地
中
貯
留
）
」

の
推
進
、
長
期
的
に
は
太
陽
光
・
風

力
・
地
熱
・
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
再
生
可
能
（
自
煎
）
子
不
ル
ギ

ー
の
活
用
、
省
子
年
型
家
電
機
器
の

導
入
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
次

い
で
、
同
年
７
月
2
9
日
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
低
炭
素
化
社
会
計
画
」
で
太

陽
光
発
電
導
大
量
の
大
幅
拡
大
（
２

０
２
０
年
に
現
在
の
1
0
倍
、
２
０
３

０
年
に
4
0
倍
に
す
る
）
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
電
源
（
原
発
と
再
生
可
能

子
不
ル
ギ
ー
）
の
比
率
を
２
０
２
０

年
に
5
0
％
以
上
と
す
る
。
そ
の
た
め

に
、
太
陽
光
発
電
は
メ
ガ
ワ
ッ
ト
級

へ
の
支
援
も
入
れ
て
2
0
倍
に
、
２
０

１
７
年
ま
で
に
原
発
を
1
3
基
増
設
す

る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
０
９
年
１
月
、
パ
ネ

ル
メ
ー
カ
ー
ら
産
業
界
中
心
の
「
ソ

ー
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
産
業
戦
略
研
究

会
報
告
書
」
で
は
、
太
陽
光
発
電
を

「
将
来
的
に
も
有
望
な
電
源
」
と
位

置
づ
け
、
普
及
の
た
め
の
初
期
投
資

価
格
の
低
廉
化
と
と
も
に
「
余
剰
電

力
買
取
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
」
が
提
言

さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
、
余
っ
た

電
気
を
電
気
代
の
２
倍
の
値
段
で
買

取
る
な
ど
、
投
資
回
収
を
早
め
る
仕

組
み
の
提
案
と
な
っ
て
広
が
り
始
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
連
の
流
れ
を
見
て
い
る
と

「
日
本
型
グ
リ
ー
ン
こ
Ｉ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
」
に
は
、
温
暖
化
防
止
対
策
上

欠
か
せ
な
い
２
０
２
０
年
の
Ｃ
Ｏ
。

削
減
目
標
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
目

的
が
な
く
、
再
生
可
能
子
不
ル
ギ
ー

普
及
・
原
発
増
設
・
省
エ
ネ
・
エ
コ

カ
ー
な
ど
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段

が
羅
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
、
関
西
電
力
の
温
暖
化

対
策
が
、
発
電
原
単
位
低
減
（
ｌ
ｋ

ｗ
ｈ
の
電
気
を
つ
く
る
の
に
排
出
す

る
ｃ
ｏ
ｊ
皿
を
減
ら
す
こ
と
）
を
目

的
化
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
構
図
で

す
。
こ
れ
で
は
使
用
料
が
増
え
る

と
Ｃ
Ｏ
⊇
皿
が
増
え
る
の
で
す
。
今
、

目
指
す
べ
き
は
「
低
炭
素
化
」
だ
け

で
は
な
く
「
低
子
不
ル
ギ
ー
化
社
会
」

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
永
の
ぶ
よ
）
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